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本的な次元で引き受けた以上は、やはり果たされなければならない仕事であろう。 
しかしながら以上で見てきたように、これまでの感情研究をその基盤となっていた最も
根本的な考え方から見直し、作り変える必要性を主張し、さらにはあえて学問の垣根を越
えるような一つの理論を提出した、という点は評価されてしかるべきである。また、社会
の中で、歴史の中で、感情がどのように考えられ、どのような役割を果たしてきたのか、
ということを見る視点の必要性をわれわれに示唆する点も啓発的である。そしてこれらの
主張のラディカルさが、今後の研究が本書にどのように応えるかを、大変興味深いものに
していることは否むことのできない事実であろう。 
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